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第Ⅰ部　「マイナ保険証」と自治体・保険者
１　マイナカード取得「義務化」の実験場とされている医療�…………………………………………… 松山　洋
オンライン資格確認で混乱・疲弊する医療現場／マイナ保険証にメリットはあるのか
２　医療保険者である自治体の役割―住民のいのちと健康、個人情報を守るためにできること―�…… 神田敏史
国民健康保険制度の位置づけと地方自治体の役割／オンライン資格確認システムと「マイナ保険証」
３　マイナ保険証と「保険者の自治」�……………………………………………………………………………… 門脇美恵
公的医療保険の基本構造と特徴／地方公共団体が公的医療保険の保険者であることの意味
第Ⅱ部　マイナンバーカードの「市民カード」化
４　マイナンバーカードの図書館利用�…………………………………………………………………………… 岡田章宏
公立図書館の図書館カード／マイナンバーカードによる図書館利用の方式
５　吉備中央町の「デジタル田園健康特区」構想�………………………………………………………… 森脇ひさき
吉備中央町のデジタル田園健康特区／吉備中央町で３つのプロジェクト
６　国が進める行政DX推進の実験自治体となっている前橋市�……………………………………… 長谷川薫
まえばし暮らしテック推進事業採択への経過／㈱めぶくグラウンドの事業内容とめぶく ID
７　国家政策の地方展開に対する自治の課題�………………………………………………………………… 稲葉一将
国家の側で起きていること／地方自治との矛盾と課題―矛盾があらわれる「市民カード」化事業、問われる
地方自治体の存在理由

　健康保険証、図書館カードや交通パス、各種資格証明書などと
マイナンバーカードを紐づける「一体化」政策が進みつつある。
分散管理されてきた個人情報が 1枚のカードに集約され二次利用されると考えた場合、
私たち国民の個人情報は守られるのか。
　本書第 1部では、マイナンバーカード取得「義務化」の実験場とされている医療の
実際をとらえ、保険者である自治体の役割を問い直す。第Ⅱ部では、マイナンバーカ
ードの図書館カード利用や、国のデジタル化「先進」事業と位置づけられている自治
体の事例から、地方自治における「市民カード」化の意味と問題点を問う。

お問合せ・申込み先

マイナンバーカードの暴走！

定価 1430 円
（10％ 税込）

主権者置き去りの「マイナ保険証」「市民カード」化

ふりがな 書　名 冊数

お名前 マイナンバーカードの 
「利活用」と自治

●主権者置き去りの「マイナ保険証」「市民カード」化
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お
届
け
先

〒

ＴＥＬ ＦＡＸ

申
込
み
書

マイナンバーカードの
「利活用」と自治

主
な
内
容

新刊


